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－１７－ 

  令和２年９月２日（水曜日）  午前１０時 開会 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第１号 

    令和２年９月２日（水曜日）午前１０時 開議 

 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期決定 

日程第 ４ 同意第４号 上山市教育委員会委員の任命について 

日程第 ５ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第 ６ 議第４９号 令和元年度上山市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ７ 議第５０号 令和元年度上山市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ８ 議第５１号 令和元年度上山市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ９ 議第５２号 令和元年度上山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第１０ 議第５３号 令和元年度上山市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１１ 議第５４号 令和元年度上山市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１２ 議第５５号 令和元年度上山市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１３ 議第５６号 令和元年度上山市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第１４ 議第５７号 令和元年度上山市水道事業会計決算の認定について 

日程第１５ 議第５８号 令和２年度上山市一般会計補正予算（第９号） 

日程第１６ 議第５９号 令和２年度上山市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第１７ 議第６０号 上山市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１８ 特別委員会（予算・決算）の設置及び議案の付託 

日程第１９ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて 

    （散  会） 

 

                                             

本日の会議に付した事件 

 議事日程第１号に同じ 

 



－１８－ 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１５人） 

  １番   谷  江  正  照  議員    ２番   石  山  正  明  議員 

  ３番   佐  藤  光  義  議員    ４番   守  岡     等  議員 

  ５番   髙  橋  要  市  議員    ６番   棚  井  裕  一  議員 

  ７番   尾  形  み ち 子  議員    ８番   長  澤  長右衛門  議員 

  ９番   川  口     豊  議員   １０番   中  川  と み 子  議員 

 １１番   神  保  光  一  議員   １２番   枝  松  直  樹  議員 

 １３番   川  崎  朋  巳  議員   １４番   髙  橋  義  明  議員 

 １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

平  吹  義  浩 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

木  村  昌  光 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

鈴  木  英  夫 商 工 課 長  佐  藤     毅 観 光 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

秋  葉  和  浩 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

佐  藤  浩  章 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  遠  藤     靖 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 
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大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

 

開  会 

 

○大沢芳朋議長 去る８月２５日告示になりま

した第５０４回定例会をただいまから開会いた

します。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○大沢芳朋議長 出席議員は定足数に達してお

りますので、これより直ちに会議を開きます。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしておりま

す議事日程第１号によって進めます。 

 初めに、今期定例会の運営について議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長川崎朋巳議員。 

〔川崎朋巳議会運営委員長 登壇〕 

○川崎朋巳議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る８月２７日、今期定例会の日程について

協議するため、議会運営委員会を開きました。

その結果について御報告申し上げます。 

 初めに、会期でありますが、提出議案等を勘

案した結果、本日から１８日までの１７日間と

することにいたしました。 

 次に、会期日程について申し上げます。 

 本日は本会議を開会し、明３日及び４日は休

会とすることにいたしました。 

 ７日は本会議を開き、発言通告のあった４人

の議員が一般質問を行うことにいたしました。 

 ８日から１７日は休会とし、この間、８日は

予算特別委員会、９日及び１０日は各常任委員

会、１１日及び１４日は決算特別委員会、１６

日に議会運営委員会を予定しております。 

 １８日は最終日でありますが、本会議におい

て付託事件の審査結果について各委員長から報

告を受けた後、それぞれ議決して、第５０４回

定例会を閉会することにいたしました。 

 次に、議事日程第１号について申し上げます。 

 最初に、人事案２件についてでありますが、

それぞれ提案理由の説明の後、委員会付託及び

質疑、討論を省略して議決することにいたしま

した。 

 次に、市長提案の議案１２件を一括議題とし、

提案理由の説明を受けることにいたし、そのう

ち９件の決算議案については、監査委員から審

査意見を求めることにいたしました。 

 その後、予算及び決算議案について、それぞ
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れ特別委員会を設置してこれに付託し、その他

の議案については、関係常任委員会に付託する

ことにいたました。 

 最後に、承認議案１件について、提案理由の

説明の後、委員会付託を省略し議決することに

いたし、本日は以上をもって散会することにい

たしました。 

 次に、７日の議事日程第２号について申し上

げます。 

 当日の本会議は一般質問でありますが、４人

の議員が順次質問を行うものであります。質問

終了後は、散会することにいたしました。 

 なお、会期日程及び議事日程の詳細は、各位

のお手元に配付のとおりであります。 

 議員各位の御協力をお願い申し上げ、以上で

報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第１ 諸般の報告 

 

○大沢芳朋議長 日程第１、諸般の報告であり

ますが、事務局長より報告いたします。 

 事務局長。 

〔金沢直之事務局長 登壇〕 

○金沢直之事務局長 諸般の報告を申し上げま

す。 

 第１、招集告示について 

 去る８月２５日、上山市告示第１９８号によ

って、令和２年９月２日、上山市議会第５０４

回定例会を招集する旨、告示されました。 

 第２、出席要求について 

 令和２年８月２５日、議第１９１号をもって

地方自治法第１２１条の規定により、市長ほか

各関係機関に第５０４回定例会に出席するよう

要求いたしました。 

 これに対し、各関係機関より回報を受理して

おります。 

 第３、監査報告について 

 令和２年５月２２日から７月１７日までの定

期監査及び例月出納検査の結果報告が参ってお

りますので、お手元に配付しております。 

 第４、健全化判断比率等の報告について 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第

３条第１項及び第２２条第１項の規定により、

健全化判断比率及び資金不足比率の報告が参っ

ております。 

 第５、教育委員会事務の点検及び評価報告書

について 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２６条第１項の規定により、教育委員会事務の

点検及び評価報告書が参っておりますので、お

手元に配付しております。 

 第６、上山市議会報告について 

 令和２年６月１日から８月３１日までの議会

庶務事項及び要望書をお手元に配付しておりま

す。 

 第７、会議出欠議員数について 

    議 員 定 数   １５人 

    現在出席議員数   １５人 

 以上で報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○大沢芳朋議長 日程第２、会議録署名議員の

指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において 

  ２番 石 山 正 明  議員 

  ５番 髙 橋 要 市  議員 
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 １２番 枝 松 直 樹  議員 

を指名いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第３ 会期決定 

 

○大沢芳朋議長 日程第３、会期決定の件を議

題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、先ほどの議会運営委員

長報告のとおり、本日から１８日までの１７日

間といたしたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から１８日までの１７日

間と決しました。 

 なお、会期中における諸会議の予定につきま

しては、お手元に配付いたしました会期日程表

のとおりでありますので、御了承願います。 

 重ねてお諮りいたします。 

 委員会審査等のため、本日から１８日までの

１７日間のうち、会議規則第１０条第１項の規

定による休会の日を除く３日及び４日、８日か

ら１１日まで、１４日から１７日までの１０日

間を休会いたしたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、１０日間を休会とすることに決しま

した。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第４ 同意第４号 上山市教育 

      委員会委員の任命につい 

      て 

 

○大沢芳朋議長 日程第４、同意第４号上山市

教育委員会委員の任命についてを議題といたし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 同意第４号上山市教育委員会委員の任命につ

いてでありますが、来る１０月２４日をもちま

して退任されます木村奈巳子氏の後任として、

上山市原口４８１番地、木村佳代子氏を任命い

たしたいと存じますので、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第２項の規定によ

り、議会の同意を求めるものであります。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋議長 １０番中川とみ子議員。 

○１０番 中川とみ子議員 この際、動議を提

出いたします。 

 ただいま議題となっております同意第４号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により委員会の付託を省略されることを望

みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま１０番中川とみ子議

員から、委員会の付託を省略されたいとの動議

が提出され、所定の賛成者がありますので、動

議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 
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 よって、同意第４号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。 

 １２番枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 この際、動議を提出

いたします。 

 ただいま議題となっております同意第４号議

案につきましては、質疑及び討論を省略される

ことを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま１２番枝松直樹議員

から、質疑及び討論を省略されたいとの動議が

提出され、所定の賛成者がありますので、動議

は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、質疑及び討論を省略されたいとの動

議は可決されました。 

 直ちに採決いたします。 

 同意第４号上山市教育委員会委員の任命につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、同意第４号については、これに同意

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第５ 諮問第２号 人権擁護委 

      員候補者の推薦について 

 

○大沢芳朋議長 日程第５、諮問第２号人権擁

護委員候補者の推薦についてを議題といたしま

す。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦につい

てでありますが、来る１２月３１日をもちまし

て任期満了となります委員４名につきまして、

上山市河崎二丁目３番３の１９号、土屋講氏、

上山市長清水一丁目１９番３５号、木口康子氏

を再び候補者として推薦いたすとともに、板垣

郁子氏、青木勝氏の後任として、上山市牧野１

３１９番地、井上洋氏、上山市蔵王字蔵王山２

６８５番地、鈴木祐二氏を推薦いたしたく、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会

の意見を求めるものであります。 

 よろしくお願いいたします。 

○大沢芳朋議長 １番谷江正照議員。 

○１番 谷江正照議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております諮問第２号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により委員会の付託を省略されることを望

みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま１番谷江正照議員か

ら、委員会の付託を省略されたいとの動議が提

出され、所定の賛成者がありますので、動議は

成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ
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んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、諮問第２号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。 

 ２番石山正明議員。 

○２番 石山正明議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております諮問第２号議

案につきましては、質疑及び討論を省略される

ことを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま２番石山正明議員か

ら、質疑及び討論を省略されたいとの動議が提

出され、所定の賛成者がありますので、動議は

成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、質疑及び討論を省略されたいとの動

議は可決されました。 

 直ちに採決いたします。 

 諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦につい

ては、これに同意することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、諮問第２号については、これに同意

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第６ 議第４９号 令和元年度 

      上山市一般会計歳入歳出 

      決算の認定について外 

      １１件 

 

○大沢芳朋議長 日程第６、議第４９号令和元

年度上山市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから日程第１７、議第６０号上山市手数料条

例の一部を改正する条例の制定についてまで、

計１２件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 最初に、議第４９号から議第５６号までの令

和元年度上山市一般会計及び各特別会計歳入歳

出決算の認定について御説明申し上げます。 

 各会計の決算の認定につきましては、決算書

と併せて監査委員の決算審査意見書及び令和元

年度主要施策の成果説明書を提出しております

が、決算の大要につきましては会計管理者から

説明申し上げますので、よろしく御審議の上、

認定くださるようお願いいたします。 

 次に、議第５７号令和元年度上山市水道事業

会計決算の認定についてでありますが、同様に、

決算書と併せて監査委員の決算審査意見書及び

令和元年度主要施策の成果説明書を提出してお

ります。その概要は、経営活動に関する収支に

おいては、水の安定供給と健全経営に努め、２，

４６５万５，７１２円の純利益を上げておりま

す。 

 また、水道施設の建設改良などに関する資本

的収支においては、収支差引１億４，７９０万

２，６７０円の不足額を生じましたが、過年度
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分及び当年度分損益勘定留保資金で補塡したと

ころであります。 

 以上、決算の概要について申し上げましたが、

よろしく御審議の上、認定くださるようお願い

いたします。 

 次に、議第５８号令和２年度上山市一般会計

補正予算（第９号）についてでありますが、今

回の補正は、新型コロナウイルス感染症対策に

係る経費や市債の繰上償還など、早急に予算措

置を必要とする事業について計上するもので、 

歳入歳出それぞれ３億８，５００万円を追加し、

予算の総額を１８３億６，５００万円とするも

のであります。 

 債務負担行為につきましては、新型コロナウ

イルス感染症の影響を受けている中小企業者を

対象とした県の低利融資制度における利子補給

に係る経費について、制度利用者の増加に伴い、

限度額を変更するものであります。 

 地方債につきましては、中学校施設整備事業

を追加し、臨時財政対策債の限度額を変更する

ものであります。 

 歳入につきましては、国庫支出金、県支出金、

寄附金、繰入金、繰越金、市債をそれぞれ増額

し、諸収入を減額するものであります。 

 歳出の主なものを申し上げますと、３款民生

費では、県の新型コロナウイルス感染症対応職

員慰労金給付事業に基づき、児童福祉施設に勤

務する職員に対し慰労金を給付するほか、新型

コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けて、

児童福祉施設の備品整備等に係る経費について

計上するものであります。 

 ４款衛生費では、蔵王ペンション村観光協議

会が実施する給水設備の更新事業を支援するも

のであります。 

 ６款農林水産業費では、鳥獣被害対策用の簡

易電気柵設置数が当初の見込みを上回ることか

ら、上山市鳥獣害防止対策協議会への補助金を

増額するものであります。 

 ７款商工費では、県の低利融資制度を利用す

る中小企業者の増加に伴い、利子補給補助金を

増額するとともに、山形県信用保証協会に対す

る保証料補給補助金を計上するものであります。 

 ８款土木費では、回遊性の向上による街なか

の魅力向上を図るため、景観整備への取組に対

し支援するものであります。 

 １０款教育費では、南中学校外部通路の老朽

化に伴う補強工事を実施するほか、蔵王坊平ア

スリートヴィレッジ構想推進協議会が実施する

施設の利用拡大に向けた取組に対し、国の補助

制度を活用して支援するものであります。 

 １２款公債費では、市債の繰上償還に係る経

費を計上するものであります。 

 次に、議第５９号令和２年度上山市介護保険

特別会計補正予算（第１号）についてでありま

すが、国庫支出金等の精算返還金を計上するも

ので、歳入歳出それぞれ６，０００万円を追加

し、予算の総額を４１億９，４００万円とする

ものであります。 

 また、介護保険認定支援システムの更新事業

について、債務負担行為を定めるものでありま

す。 

 次に、条例等の議案について御説明申し上げ

ます。 

 議第６０号上山市手数料条例の一部を改正す

る条例の制定についてでありますが、行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律の一部改正に伴い、必要な改

正を行うため提案するものであります。 

 以上、提案理由の大要について御説明申し上

げましたが、各議案の詳細につきましては、関
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係課長から説明申し上げますので、よろしく御

審議の上、御可決くださいますようお願いいた

します。 

○大沢芳朋議長 会計管理者。 

〔武田 浩会計管理者 登壇〕 

○武田 浩会計管理者 命によりまして、令和

元年度上山市一般会計及び各特別会計における

歳入歳出決算の大要について御説明申し上げま

す。 

 説明に当たりましては、各会計ごとに主な内

容について申し上げます。 

 初めに、一般会計の歳入について申し上げま

すので、決算書の７ページ、８ページをお開き

願います。 

 歳入合計におきましては、調定額１５８億４，

１４８万４，４８６円に対し、収入済額は１５

４億９，７８８万８，６６４円で、不納欠損額

は１，９７２万７，５４５円、収入未済額は３

億２，３８６万８，２７７円となっております

が、不納欠損額は１款市税、収入未済額は１款

市税、１３款分担金及び負担金、１４款使用料

及び手数料、２１款諸収入によるものでありま

す。 

 次に、一般会計の歳出について申し上げます

ので、１１ページ、１２ページをお開き願いま

す。 

 歳出合計では、支出済額は１４７億５，１８

９万６，８００円、翌年度繰越額は３億４，０

３５万９，０００円となっておりますが、これ

は２款総務費、６款農林水産業費、８款土木費、

１０款教育費であり、年度内完了ができない事

業について、令和２年度に繰り越したことによ

るものであります。 

 不用額は７億４，５９３万９，２００円とな

っております。これは、主に２款総務費、３款

民生費、４款衛生費、７款商工費、８款土木費、

１０款教育費などによるものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 この結果、歳入歳出差引残額は７億４，５９

９万１，８６４円となりましたが、うち３億６，

３００万円を基金に繰り入れ、残額を令和２年

度に繰越ししたものであります。 

 次に、一般会計の実質収支について御説明申

し上げますので、３１６ページをお開き願いま

す。 

 実質収支に関する調書でありますが、こちら

は千円単位となっております。 

 歳入歳出差引額７億４，５９９万２，０００

円から翌年度に繰り越すべき財源である繰越明

許費繰越額２，０８７万５，０００円を差し引

き、７億２，５１１万７，０００円が実質収支

額となっております。 

 なお、各特別会計の実質収支に関する調書を

次のページから記載しております。翌年度へ繰

り越すべき財源がある特別会計につきましては

後ほど御説明いたしますが、そのほかの特別会

計の説明につきましては省略させていただきま

すので、御了承くださるようお願いいたします。 

 次に、特別会計の決算について御説明申し上

げますので、決算書にお戻りいただき、１５ペ

ージ、１６ページをお開き願います。 

 国民健康保険特別会計について申し上げます。 

 歳入合計では、調定額３６億５，６０９万３，

２４７円に対し、収入済額は３５億３，３７０

万４，３９９円で、不納欠損額は１，７５３万

６，４５９円、収入未済額は１億４８５万２，

３８９円となっておりますが、不納欠損額は１

款国民健康保険税、収入未済額は１款国民健康

保険税、８款諸収入によるものであります。 

 なお、収入未済額につきましては、２款使用
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料及び手数料の還付未済額を引いた額となって

おります。 

 １９ページ、２０ページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は３４億２，３１９

万４，８２４円で、不用額は１億５，０８０万

５，１７６円となっておりますが、これは主に

２款保険給付費、５款保健事業費などによるも

のであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は１億１，０５

０万９，５７５円となり、全額を令和２年度に

繰越ししたものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、公共下水道事業特別会計について申し

上げますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額１５億３，０４４万３，

２１８円に対し、収入済額は１３億１，３５２

万６，０６５円で、不納欠損額は１２５万３，

７７１円、収入未済額は２億１，５６６万３，

３８２円となっておりますが、不納欠損額は２

款使用料及び手数料、収入未済額は１款分担金

及び負担金、２款使用料及び手数料、７款市債

によるものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は１２億４，５２８

万２，９９９円、翌年度繰越額は９，６０８万

４，０００円となっておりますが、これは１款

公共下水道費で、年度内完了ができない事業に

ついて令和２年度に繰り越したことによるもの

であります。不用額は２億５，３３３万１，０

０１円となっておりますが、これは主に１款公

共下水道費などによるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は６，８２４万

３，０６６円となり、全額を令和２年度より地

方公営企業法が適用された上山市下水道事業会

計に引き継ぐものであります。 

 次に、公共下水道事業特別会計の実質収支に

ついて御説明申し上げますので、３１８ページ

をお開き願います。 

 実質収支に関する調書でありますが、こちら

は千円単位となっております。 

 歳入歳出差引額６，８２４万３，０００円か

ら翌年度へ繰り越すべき財源である繰越明許費

繰越額４万２，０００円を差し引き、６，８２

０万１，０００円が実質収支額となっておりま

す。 

 次に、農業集落排水事業特別会計について申

し上げますので、決算書にお戻りいただき、２

５ページ、２６ページをお開き願います。 

 農業集落排水事業特別会計について申し上げ

ます。 

 歳入合計では、調定額、収入済額ともに１億

４，８９４万５，４３４円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は１億４，７８５万

５，０６１円、不用額は１５４万４，９３９円

となっております。 

 この結果、歳入歳出差引残額は１０９万３７

３円となり、全額を令和２年度に繰越ししたも

のであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、介護保険特別会計について申し上げま

すので、３１ページ、３２ページをお開き願い

ます。 

 歳入合計では、調定額４０億６７６万６，５

７８円に対し、収入済額は３９億９，３９３万

６，５７２円で、不納欠損額は３０５万６，０

１５円、収入未済額は９７７万３，９９１円と

なっておりますが、これは１款保険料によるも
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のであります。 

 ３５ページ、３６ページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は３８億５，４９５

万８，１７３円で、不用額は２億２，４０４万

１，８２７円となっておりますが、これは主に

１款総務費、２款保険給付費、４款地域支援事

業費などによるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は１億３，８９

７万８，３９９円となり、全額を令和２年度に

繰越ししたものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、浄化槽事業特別会計について申し上げ

ますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額１，７５１万４，８４

０円に対し、収入済額は１，７４２万６，２３

０円で、不納欠損額はなく、収入未済額は８万

８，６１０円となっておりますが、これは１款

使用料及び手数料によるものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は１，６７３万４，

８９８円、不用額は４６万５，１０２円となっ

ております。 

 この結果、歳入歳出差引残額は６９万１，３

３２円となり、全額を令和２年度に繰越しした

ものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について申し

上げますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額４億１，１４３万９，

２７８円に対し、収入済額は４億９８５万２，

１４７円で、不納欠損額は１３万５，３１８円、

収入未済額は１４５万１，８１３円となってお

りますが、これは１款後期高齢者医療保険料に

よるものであります。 

 なお、収入未済額につきましては、２款使用

料及び手数料の還付未済額を引いた額となって

おります。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は４億８２９万３，

２９０円、不用額は２，３７０万６，７１０円

となっておりますが、これは主に２款後期高齢

者医療広域連合納付金、５款予備費などによる

ものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は１５５万８，

８５７円となり、全額を令和２年度に繰越しし

たものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、産業団地整備事業特別会計について申

し上げますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額、収入済額ともに３億

８，２９６万６，１３４円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は３億８，２７２万

９，１３４円、翌年度繰越額は７，４６３万７，

０００円となっておりますが、これは１款産業

団地整備事業費で、年度内完了ができない事業

について令和２年度に繰り越したことによるも

のであります。 

 不用額は３，６３９万２，８６６円となって

おりますが、これは主に１款産業団地整備事業

費、３款予備費などによるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は２３万７，０

００円となり、全額を令和２年度に繰越しした

ものであります。 

 次に、産業団地整備事業特別会計の実質収支

について御説明申し上げますので、３２３ペー

ジをお開き願います。 
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 実質収支に関する調書でありますが、こちら

は千円単位となっております。 

 歳入歳出差引額２３万７，０００円から翌年

度へ繰り越すべき財源である繰越明許費繰越額

２３万７，０００円を差し引き、実質収支額は

ゼロ円となっております。 

 続きまして、財産に関する調書について御説

明いたしますので、３２４ページ、３２５ペー

ジをお開き願います。 

 初めに、公有財産における土地及び建物につ

いてでありますが、（１）土地及び建物の総括

で申し上げます。 

 土地につきましては、行政財産と普通財産の

合計で、決算年度末現在高は６０１万９，９１

０．５６平方メートルとなっております。 

 建物につきましては、木造と非木造を合わせ

た行政財産と普通財産の合計で、一番右の欄に

ありますように、決算年度末現在高は１５万４

３８．６６平方メートルとなっております。 

 次のページをお開き願います。 

 （２）山林の面積につきましては、決算年度

末現在高は４７８万４，９９７．５８平方メー

トル、立木の推定蓄積量の決算年度末現在高は

１５万２，６１０．８６立方メートルとなって

おります。 

 次に、（３）有価証券の株券につきましては、

決算年度中、キャプテン山形株式会社の全株券

の売却により３００万円の減となり、決算年度

末現在高の合計は５億４，４６７万６，５００

円となっております。 

 次に、（４）出資による権利の出資金であり

ますが、決算年度中の増減はなく、決算年度末

現在高の合計は１，８２６万円となっておりま

す。 

 ３２７ページを御覧願います。 

 出捐金に関しては、決算年度中の増減はなく、

決算年度末現在高の合計は１億２，２５６万円

となっております。 

 次に、（５）物権の引湯権につきましては、

決算年度中の増減はなく、決算年度末現在高は

６４万２，０００円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 このページから３３１ページの物品につきま

しては、取得額または評価額が５０万円以上の

重要物品について記載しております。 

 決算年度中における取得件数は１３件、廃棄

等の件数は９件ございました。決算年度末現在

高は記載のとおりでありますので、御参照いた

だきたいと存じます。 

 ３３２ページ、３３３ページをお開き願いま

す。 

 基金につきましては、主な基金の決算年度中

増減高と決算年度末現在高について申し上げま

す。 

 財政調整基金は、１億７，０２２万７，００

０円の増で１２億６，１９０万３，０００円に、

国民健康保険基金は、２億８，４４１万６，０

００円の増で９億８，８１０万７，０００円に、

減債基金は、２，４０４万１，０００円の増で

１億５，０１３万２，０００円に、介護給付費

準備基金は、４，４８６万３，０００円の増で

２億７，４１４万７，０００円に。 

 ３３３ページを御覧願います。 

 奨学金貸付基金は、合計で申し上げますが、

１５９万８，０００円の増で、決算年度末現在

高は１億７，５３９万５，０００円となってお

ります。 

 現金、貸付金、未収金の内訳は記載のとおり

であります。 

 ふるさと納税基金は、１億１４万６，０００



－２９－ 

円の増で、決算年度末現在高は６億１０５万３，

０００円となっております。 

 その他、記載の基金につきましては御参照い

ただきたいと存じます。 

 以上で、令和元年度上山市一般会計及び各特

別会計における歳入歳出決算の大要について説

明を終わりますが、よろしくお願い申し上げま

す。 

○大沢芳朋議長 次に、ただいま議題となって

おります議案のうち、令和元年度上山市一般会

計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算及び

水道事業会計決算の認定に関し、監査委員の審

査意見を求めます。大和啓監査委員。 

〔大和 啓監査委員 登壇〕 

○大和 啓監査委員 令和元年度上山市一般会

計及び特別会計歳入歳出決算、基金の運用状況

並びに上山市水道事業会計決算についての審査

意見を申し上げます。 

 詳細につきましては、皆様にお配りしており

ます資料で詳しく述べておりますので、その概

要について申し上げます。 

 審査結果につきましては、各会計の決算及び

基金の運用状況を示す書類は、関係法令に準拠

して作成されており、歳入歳出その他関係諸帳

票を審査した結果、計数は正確で、予算の執行

についてもおおむね適正であると認められます。 

 一般会計と特別会計を合わせた総計の決算は、

歳入歳出予算現額２６１億７，８２５万２，０

００円に対し、歳入が２５２億９，８２４万５，

０００円、歳出が２４２億３，０９４万５，０

００円となりました。歳入歳出差引額は１０億

６，７３０万円で、翌年度へ繰り越すべき財源

を控除した実質収支は１０億４，６１４万６，

０００円の黒字となりました。 

 初めに、一般会計について申し上げます。 

 歳入決算額は１５４億９，７８８万９，００

０円、歳出決算額は１４７億５，１８９万７，

０００円で、歳入歳出差引７億４，５９９万２，

０００円の決算剰余金は、財政調整基金、減債

基金に積み立てを行うほか、翌年度に繰越しさ

れております。 

 歳入は、前年度より１１．３％減少し、主に

前年度に蔵王フロンティア工業団地の土地売払

収入があった財産収入などで減少しております。 

 市税は、収入済額が前年度を上回ったものの、

調定額に対する収入率は前年度を下回っており、

市民負担の公平性と歳入確保の観点から、適切

な債権管理と未収金の解消に向けた一層の努力

を望むものです。ふるさと納税寄附金は、前年

度より６．６％減少の１０億７，９０８万３，

０００円となりました。今後とも、本市の魅力

を発信しながら推進していただきたいものです。 

 歳出は、前年度より１１．６％減少し、主に

前年度に蔵王フロンティア工業団地の土地売却

に伴う繰上償還を実施した公債費、再生可能エ

ネルギー施設整備事業に係る貸付金が皆減した

衛生費で減少しております。 

 決算年度末における市債現在高は、１７２億

１，７１９万５，０００円で、繰上償還等によ

り前年度より２．２％減少しましたが、累積に

よる財政の硬直化が懸念されるので、計画的な

市債の管理に努める必要があると考えます。 

 普通会計における財政指標を見ますと、財政

力指数は７年連続で上昇し、経常収支比率と実

質公債費比率も改善傾向が続いています。今後

も、歳入の確保と効果的な市債の繰上償還を実

施するなど、将来を見据えた財政運営に配慮を

されることを願うものです。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 特別会計は７会計で、合計の歳入決算額は９
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８億３５万７，０００円、歳出決算額は９４億

７，９０４万８，０００円で、前年度と比較し、

歳入は４．１％、歳出は４．９％それぞれ減少

しております。 

 国民健康保険特別会計においては、被保険者

数が減少しており、歳入歳出ともに減少してい

ます。本市の１人当たり医療費は依然として高

い水準にあり、被保険者の高齢化も進んでいる

ことから、引き続き医療費抑制のための事業の

推進に努めていただくよう願います。 

 介護保険特別会計においては、施設介護サー

ビス等が増えたことで保険給付費は増加してお

り、今後も予防事業の充実に努めていただきた

いものです。 

 公共下水道事業特別会計は、令和２年度から

の公営企業会計への移行に伴い、令和元年度末

に廃止され、剰余金を下水道事業会計に引き継

いでおります。 

 次に、資産及び基金についてですが、適正に

管理、運用されていることを認め、引き続き計

画的な執行と運用をお願いします。 

 なお、積立基金の年度末現在高は、財政調整

基金、減債基金等への積み増しと新たに設置し

た２つの基金により、前年度比で６億７，４０

６万８，０００円増加しております。 

 続きまして、水道事業会計について申し上げ

ます。 

 当年度の水道事業は、前年度と比較し、給水

人口、有収水量、有収率が減少しています。健

全な事業運営のため、一層の漏水対策等の強化

に努めていただくよう願います。 

 経常利益は２，４６５万６，０００円で、前

年度より減少し、純利益も同額となっておりま

す。 

 今後、企業債償還額の増加が見込まれており、

厳しい経営が予測されます。収支の均衡を考慮

しながら経営基盤の強化を図り、市民のライフ

ラインの確保に努めていただきたいものです。 

 次に、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律により算定した令和元年度健全化判断比率

及び資金不足比率について申し上げます。 

 審査に付された比率並びにその算定の基礎と

なる事項を記載した書類は、いずれも法令等に

準拠して作成され、その結果は適正であるもの

と認められました。 

 各比率は該当なし、または基準を下回り、良

好な状態にあると認められます。 

 以上、令和元年度の各会計における決算等に

ついての審査概要を申し上げました。 

 令和元年度は第７次上山市振興計画の前期基

本計画の最終年度であり、子育て支援、企業誘

致、空き家対策等、一歩一歩着実に推進されて

きました。後期基本計画がスタートしておりま

すが、新型コロナウイルスの感染が世界的に拡

大、長期化し、その影響が危惧されています。

後期基本計画の事業の実施に当たりましては、

市民生活の安全・安心を最優先としながら、幅

広い視野で情報の入手、分析に努められ、選択

と集中により事業を実行されるよう要望し、監

査所見といたします。 

○大沢芳朋議長 これより総括質疑に入ります。 

 通告がありませんので、総括質疑はないもの

と認めます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第１８ 特別委員会（予算・決 

       算）の設置及び議案の 

       付託 

 

○大沢芳朋議長 日程第１８、特別委員会（予
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算・決算）の設置及び議案の付託であります。 

 １０番中川とみ子議員。 

○１０番 中川とみ子議員 この際、動議を提

出いたします。 

 ただいま議題となっております予算議案２件

は、全議員をもって構成する予算特別委員会を

設置の上、これに付託し、また、決算議案９件

は、全議員をもって構成する決算特別委員会を

設置の上、これに付託し、それぞれ審査される

ことを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま１０番中川とみ子議

員から、予算議案２件は、全議員をもって構成

する予算特別委員会を設置の上、これに付託し、

また、決算議案９件は、全議員をもって構成す

る決算特別委員会を設置の上、これに付託し、

それぞれ審査されたいとの動議が提出され、所

定の賛成者がありますので、動議は成立いたし

ました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、予算及び決算議案については、それ

ぞれ予算及び決算特別委員会を設置の上、これ

に付託し、審査されたいとの動議は可決されま

した。 

 正副委員長互選のため、暫時休憩いたします。 

    午前１０時５５分 休 憩 

                  

    午前１０時５６分 開 議 

○大沢芳朋議長 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

 予算及び決算特別委員会の正副委員長の互選

をお願いいたしました結果、予算特別委員会委

員長に棚井裕一議員、副委員長に神保光一議員、

また、決算特別委員会委員長に尾形みち子議員、

副委員長に髙橋要市議員がそれぞれ互選された

旨の通告がありましたので、御報告申し上げま

す。 

 なお、予算、決算以外の議案については、お

手元に配付いたしました付託表のとおり所管常

任委員会に付託いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第１９ 承認第２号 専決処分 

       の承認を求めることに 

       ついて 

 

○大沢芳朋議長 日程第１９、承認第２号専決

処分の承認を求めることについてを議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 承認第２号専決処分の承認を求めることにつ

いてでありますが、令和２年７月２８日の豪雨

災害で被災した土木施設、農地及び農林業施設

の災害復旧に迅速に対応するため、緊急に予算

を措置することについて、地方自治法第１７９

条第１項の規定により、令和２年８月２０日付

で専決処分を行ったものであり、同条第３項の

規定により報告し、承認を求めるため提案する

ものであります。 

 よろしくお願いいたします。 

○大沢芳朋議長 ６番棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 この際、動議を提出い
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たします。 

 ただいま議題となっております承認第２号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま６番棚井裕一議員か

ら委員会の付託を省略されたいとの動議が提出

され、所定の賛成者がありますので、動議は成

立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、承認第２号議案については委員会の

付託を省略されたいとの動議は可決されました。 

 これより質疑に入ります。質疑があれば発言

を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 承認第２号専決処分の承認を求めることにつ

いては、これを承認することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、承認第２号についてはこれを承認す

ることに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

        散  会 

 

○大沢芳朋議長 以上で本日の日程の全部を終

了いたしました。 

 これをもって散会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午前１１時００分 散 会 

 


